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８月～９月 の 行 事 予 定

８月１３日（木） 学校閉庁日（～１５日）

２１日（金） 出校日

２３日（日） ＰＴＡ愛校作業

２８日（金） 青少年健全育成連絡会

３０日（日） ＰＴＡ愛校作業予備日

９月 １日（火） 始業式（給食有り）

３日（木） 運動会特別校時開始

１２日（土） 土曜授業

家庭教育学級開校式

１４日（月）～青葉っ子チャレンジ

３つの約束週間

１５日（火） 運動会予行練習

１７日（木） 運動会準備

１９日（土） 青少年育成の日

緑門作り（未定）

２０日（日） 第２４回秋季大運動会

２４日（木） 子ども読書の日

２８日（月） 思いやり週間（～ 10/2）

女子バスケットボール準優勝！
７月18（土），19日（日）に行われた第

３回バイオレーラカップ鹿児島県ミニバスケ
ットボール大会で国分シューティングスター
の女子チームが準優勝しました。子供たちの
活躍を聞くと元気がでますね。おめでとうご
ざいます！

安心・安全で充実した夏休みに！

「命を大切に。命を守る。」

終業式を終えると，一カ月に渡る夏休みに
入ります。夏休み中，水難事故や交通事故の
発生，不審者事案が心配されます。御家庭で
も「自分の命を自分で守る」よう再度指導を
よろしくお願いします。新型コロナウイルス
感染症拡大も心配されます。感染予防の対策
も十分行うようにしてください。

学校閉庁日の設定について
昨年度もお伝えしましたが，霧島市では，

働き方改革，業務改善の観点から，平成30
年度よりすべての公立学校において８月13日
から15日の３日間を「学校閉庁日」として設
定し，学校業務を完全停止します。
３日間，電話対応を含む対外的な業務を行

いませんが，保護者及び地域の方々の御理解
をよろしくお願いいたします。（緊急の対応
が必要な場合の連絡先：霧島市教育委員会学
校教育課64-0707まで御連絡ください。）

① 「宝物」ご両親にとって，紙切れの手紙も

大切な宝物ということですね。校長先生にも，

遠く離れた地に９０歳を超える母がいます。

時々，小包みを送ってきてくれることがあっ

て，もう高齢だから，これが最後になるかも

しれないといつも思って，入っている手紙を

大事にとっています。

② 「一等賞」子供はご両親にとってこの世に

生まれてきてくれたことが一等賞。皆さんの

ご両親にとってもそうです。

③ 「白い月」校長先生の子どもも既に成人し

ていますが，生まれた日のことは，はっきり

覚えています。陣痛が始まって，病院に行く

途中，ちらちらと降り始めた雪。視界がぱっ

と開けて桜島が真っ白だったこと。病院で，

お産のため階段を上り下りしているとき，し

んしんと雪が降り続いていたこと。「おぎゃ

あ」と生まれた瞬間のこと。外を見たら，辺

り一面の銀世界だったこと。とてもうれしい

雪の日でした。

● 親にとって皆さんは大切な大切な宝物で

す。かけがえのない存在なのです。

● さて，今日は，とっておきの宿題を出しま

す。家に帰ったら，家の人に「ありがとう。

いつも私のためにありがとう」と感謝の気持

ちを伝えてください。

私自身，子をもつ親として，本校325名

の大事な子供さんを預かっているという気持

ちで，「学校は子供のためにある」を柱にし

て学校経営に努めているところです。

「夢の実現支援～基礎固めの

1学期を終えるにあたって

～＋1のα・プラス１の自

分，壁を乗り越え一歩前進」
この１学期，「安心・安全 生き生き学び

夢の実現支援 青葉小」をキャッチフレーズに，

「＋１のα・＋１の自分，壁を乗り越え一歩前

進」をサブキャッチフレーズとして，学校経営

に当たってきました。今年度は新型コロナウイ

ルス感染症対策で，４月始業式以降，臨時休業

・学校再開後の感染症対策での各種行事実施変

更，夏季休業短縮による授業（７月31日終業

式）等，様々な対応を行ってきました。こうし

た中，子どもたちが，本日まで元気に過ごせて

いるのも，保護者・地域・関係の皆様方に，新

型コロナウイルス感染症対策にご協力いただく

とともに，本校教育活動へのご理解・ご支援をい

ただいているからこそと，感謝申し上げます。本

当にありがとうございます。

「新しい生活様式を踏まえた，安全，体験・

経験，健康～充実した夏休みに」
夏休みを迎えるに当たって，７月の学級ＰＴＡ

での話合いや，各担任からの週報あるいは子供た

ちの課題帳でもお願いしているかと思いますが，

終業式で次の４点について話しますので，御家庭

等でも留意していただければと思います。

● 「新しい生活様式」を踏まえて，家庭・地域

で生活をする。

● 「交通事故や海・川の事故に遭わないよう，

安全に十分気をつけて過ごす。」

● 「長い夏休みにしかできない，たくさんの体

験・経験をする。」

● 「生活リズムを整え，朝のラジオ体操や病気

の治療など，健康な毎日を過ごす。」

特に，「新しい生活様式での感染症予防」と「事

故防止」については，かけがえのない命にかかわ

ることです。８月21日出校日・２学期始業式の日

に，子どもたちの元気な姿が見られることを願っ

ています。安全で充実した夏休みになりますよう

引き続きよろしくお願いします。

～語り継ぐかごしまの教え集から～

我々の人生は短い。だが，学問は永遠である。

「生徒たちよ来たれ。日本語を習え。もし最初

は困難であっても，中間はより楽だろう。最後は

よき友人と楽しみを得るであろう」（ゴンザ訳によ

る日本語会話入門序文）

青葉の笛の指導～ふるさと達人～
６月22日（月）に４年生が，総合的な学習の時

間に元青葉小PTA会長の黒田幸康さんから「青葉

の笛」につい

て教えていた

だきました。

「青葉の笛」

の歴史につい

て学んだり，

笛の制作体験

をしたり，実

際に演奏をし

たりしました。

「青葉の笛」について知るとともに，愛校心や郷

土愛を育むよい機会となりました。

「家族にとってあなたは誰よりも

大切な人～家族（親）へ感謝」

校長 松元 正勝

前任地の鹿児島市の中学校では，「こころの

言の葉」という親子メッセージ事業を展開し

ていて，入賞作品を冊子にしてＷｅｂ公開し

ています。中学生の皆さんが家族に対して日

頃口に出しては言えない思い，親が中学生に

対して思っていることを，言葉のメッセージ

にして伝えているものです。先月の全校朝会

で，その「こころの言の葉」を使って，家族

（親）への感謝の気持ちをもちましょうと，

以下のような話をしました。

● まず，２９年度の作品「想いを伝える言

の葉」～子から親へ

① 「親への感謝」（内容は中学生から天国へ

行ったお母さんへのメッセージ）

・ 校長先生の父も，今から，１６年前に

病気でなくなりました。余命，３ヶ月と

いうときに，既に話すこともできず，も

うこれが最後だと覚悟して，「父ちゃん，

がんばるから。」と別れの言葉を言いまし

た。１か月後，亡くなったという知らせ

を受け取り，葬儀で火葬場に出発の時，「私

は，家の父が大好きでした。そして，地

域の長として，誰に対しても親身になっ

て世話をする父を大変尊敬していまし

た。」と，泣きながらに，感謝の気持ちを

込めて謝辞を述べたことを覚えています。

● 感謝の気持ちは伝えられる時にちゃんと

伝えたいですね。

● ２７年度作品～親から子へのメッセージ

～「宝物」「一等賞」「白い月」




